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昭和時代（戦後） 名前

問1 1972年の沖縄返還に関連する記述のうち、1951年に日本が独立した際に締結された日米安全保障条約との関わりについて述べたものとして、
最も適切なものを選びなさい。 （2018年 熊本県公立入試 類似）

1. サンフランシスコ平和条約の改定
により、日米安全保障条約が失効し
たため無条件で返還された

2. 日米安全保障条約を解消し、アメ
リカ軍がすべての基地を撤去するこ
とで返還が実現した

3. 沖縄返還の際に初めて日米安全保
障条約が締結され、本土にも基地が
作られるようになった

4. 日米安全保障条約に基づき、アメ
リカ軍の基地を維持したままの状態
で返還された

問2 高度経済成長期、石油などの原材料を海外から輸入して効率的に生産を行うため、太平洋沿岸などの臨海部に製油所や化学工場などが集まって
建設されました。このような大規模な工場の集合体を何といいますか。 （2018年 福岡県公立入試 類似）

1. シリコンロード 2. テクノポリス 3. 石油化学コンビナート 4. 工業団地

問3 20世紀後半の日本における政治の歩みにおいて、日本国憲法の公布以降に見られた「民主主義」の確立に関する説明として、最も適切なものは
どれですか。 （2017年 秋田県公立入試 類似）

1. 主権が国民にあることが明確にさ
れ、個人の尊重が政治の基本原則と
なった。

2. 武家が政治の実権を握り、身分制
度によって社会の秩序を維持する仕
組みが整えられた。

3. 大日本帝国憲法の精神を引き継ぎ
、天皇を主権者とする立憲政治が強
化された。

4. 国家の権限を一部の指導者に集中
させ、国民の権利よりも国益を優先
する体制が作られた。

問4 1972年、日本が中華人民共和国との間で正式な外交関係を結んだ出来事についての説明として、正しいものを選びなさい。 （2026年 熊本県公立入試

類似）

1. 田中角栄首相が訪中して日中共同
声明に署名し、国交正常化が実現し
た。

2. 岸信介首相が訪中して日中平和友
好条約を締結し、正式な外交関係が
開かれた。

3. 佐藤栄作首相が訪中して日中平和
友好条約を締結し、国交正常化が実
現した。

4. 池田勇人首相が訪中して日中共同
声明に署名し、平和友好条約が結ば
れた。

問5 1950年代後半から始まったテレビの普及が、日本の社会や人々の生活に与えた影響とその背景を説明した文として、最も適切なものを次の中か
ら選びなさい。 （2020年 岐阜県公立入試 類似）

1. 1970年代の石油危機に際し、政
府が節電を呼びかけるための広報手
段として各家庭への設置を義務付け
た。

2. インターネットの普及と同時期に
広まり、国民が自ら情報を発信し、
双方向でやり取りする社会を実現し
た。

3. ラジオに代わるメディアとして、
第一次世界大戦後の大正デモクラシ
ーの時期から都市部を中心に広まっ
た。

4. 高度経済成長期の所得向上を背景
に普及し、全国に共通の流行やニュ
ースが同時に広まるきっかけとなっ
た。

問6 1951年にサンフランシスコ平和条約が締結された後も、沖縄は長らくアメリカの施政権下に置かれていました。1972年に日本への返還（沖縄
返還）が実現した際、人々の生活に密接に関わる大きな変化として、銀行の窓口に長い列ができるなどの混乱が見られた事象はどれですか。
（2021年 群馬県公立入試 類似）

1. 自動車の通行区分が右側通行から
左側通行へ即日変更された

2. 公用語が英語から日本語へと全面
的に変更された

3. 流通していた通貨がアメリカドル
から日本円へと切り替えられた

4. アメリカ軍基地がすべて撤去され
、跡地が住宅地として開放された

問7 1950年代半ばから始まった高度経済成長期において、人々の生活様式は大きく変化しました。当時の家庭生活に劇的な変化をもたらし、「三種
の神器」として急速に普及した電化製品の組み合わせとして適切なものはどれですか。 （2026年 富山県公立入試 類似）

1.
パソコン・携帯電話・ビデオカメラ

2. カラーテレビ・クーラー・自動車 3. 電気冷蔵庫・電気洗濯機・白黒テ
レビ

4. 電気炊飯器・電子レンジ・電話機

問8 統計資料において、1950年代後半から1970年代初頭にかけてテレビの契約件数が急激に増加し、生活水準の向上が見られる時期の日本の経済
状況を何と呼びますか。 （2023年 栃木県公立入試 類似）

1. バブル経済 2. 石油危機 3. 財閥解体 4. 高度経済成長

問9 第二次世界大戦後、植民地支配を受けていた地域では独立を求める動きが活発になりました。1960年にはアフリカ大陸で17もの国が一斉に独立
を果たしましたが、この年は一般に何と呼ばれていますか。 （2021年 三重県公立入試 類似）

1. 非同盟の年 2. アフリカの年 3. アジアの年 4. 独立の年

問10 産業発展と環境問題の関係について、歴史的背景を踏まえた記述として最も適切なものはどれですか。 （2026年 岩手県公立入試 類似）

1. 産業の高度化が進むと自動的に大
気汚染や水質汚濁は解消されるため
、特別な対策をとる必要はなかった
。

2. 公害問題は特定の地域や病名に限
られた一時的なものであり、産業発
展の過程では避ける必要のない軽微
な問題であった。

3. 産業の発展は人々の生活を豊かに
した一方で、急速な工業化に伴い排
煙や排水による公害問題を引き起こ
した。

4. 環境汚染を防ぐため、1970年代
の日本や19世紀のイギリスでは産業
発展そのものが完全に否定され中止
された。

問11 1970年の大阪万博開催から数年後、冷戦下の外交史において大きな転換点となった日中共同声明に関する記述として、その背景や内容を正しく
説明しているものはどれですか。 （2022年 岡山県公立入試 類似）

1. 1978年に福田赳夫内閣のもとで
調印され、覇権主義に反対すること
などを明記して両国の友好関係を法
的に確立した。

2. 第二次世界大戦の直後、日本と中
国との間で領土問題や賠償問題を完
全に解決するために、サンフランシ
スコで調印された。

3. 田中角栄首相が訪中して調印し、
日本が中華人民共和国を唯一の合法
政府と認めることで、両国の国交が
正常化された。

4. 佐藤栄作首相が訪中して調印し、
戦争状態の終結を宣言するとともに
、日本が国際連合へ加盟するきっか
けとなった。

問12 1980年代後半から1990年代にかけての国際情勢の変化と、その後の影響に関する記述として、最も適切なものはどれですか。 （2016年 岩手県公立入試

類似）

1. ベルリンの壁の建設によって冷戦
が終結し、アメリカとソ連が共同で
同時多発テロを阻止するための軍事
同盟を結成した。

2. ベトナム戦争の終結をきっかけに
ベルリンの壁が崩壊し、これを機に
国際連合が廃止されて同時多発テロ
が抑制された。

3. 国際連合の設立によってベトナム
戦争が早期に終結し、アメリカを中
心とした強固な国際平和体制が21世
紀まで継続した。

4. 東西陣営の対立が解消に向かい、
ベルリンの壁崩壊などを経て冷戦が
終結したが、その後、新たな紛争や
テロの問題が顕在化した。

問13 国際連合への加盟国数の推移を地域別に見た際、1945年の発足時には4か国であったものの、1960年には26か国、1970年には40か国へと加盟
国数が急増した地域はどこか。 （2017年 福岡県公立入試 類似）

1. アフリカ 2. ヨーロッパ 3. アジア 4. 北アメリカ
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

日米安全保障条約に基づき、アメリカ軍の基
地を維持したままの状態で返還された

沖縄の日本復帰（返還）は、日米安全保障条約を沖縄にも適用するという「核抜き・本土並み
」の方針で進められました。しかし、実際には広大な米軍基地がそのまま維持された状態での
帰還（返還）となったため、日本国内の米軍専用施設の多くが沖縄に集中し続けるという、基
地負担の問題が現在まで続く要因となっています。

問2 答え 3
石油化学コンビナート

高度経済成長期には、エネルギー源が石炭から石油へと転換する「エネルギー革命」が起こり
ました。これに伴い、原料の輸入と製品の出荷に便利な太平洋沿岸（太平洋ベルト）の埋め立
て地などに、関連する工場がパイプラインで結ばれて効率的に生産を行う「石油化学コンビナ
ート」が形成され、重化学工業の発展を支えました。

問3 答え 1
主権が国民にあることが明確にされ、個人の
尊重が政治の基本原則となった。

日本国憲法は、国民主権、基本的人権の尊重、平和主義を三つの基本原則として掲げています
。戦後の歩みは、この憲法に基づき、主権者である国民が政治に参加し、互いの個人の尊厳を
認め合う社会を目指す「民主主義化」の過程であったと言えます。選択肢にある「武家政治」
は江戸時代以前、「立憲政治」は大日本帝国憲法下での特徴を指すものであり、戦後の民主主
義とは性質が異なります。

問4 答え 1
田中角栄首相が訪中して日中共同声明に署名
し、国交正常化が実現した。

1972年に田中角栄内閣のもとで日中共同声明が発表され、日本と中華人民共和国との間で国
交正常化が実現しました。なお、日中平和友好条約が締結されたのはその後の1978年のこと
です。

問5 答え 4
高度経済成長期の所得向上を背景に普及し、
全国に共通の流行やニュースが同時に広まる
きっかけとなった。

高度経済成長による所得の増加と、大量生産による家電価格の低下が普及を後押ししました。
テレビを通じて全国の家庭に同じ映像情報が届けられるようになったことで、地域による情報
の格差が縮まり、全国的な消費文化やライフスタイルの均質化が進む一因となりました。

問6 答え 3
流通していた通貨がアメリカドルから日本円
へと切り替えられた

1972年の沖縄返還（施政権の返還）に伴い、それまで沖縄で流通していた通貨であるアメリ
カドルを日本円に交換する作業が必要となりました。この通貨交換のため、返還当時には多く
の県民が銀行の窓口に並ぶ様子が見られました。なお、自動車の通行区分が左側通行に変更さ
れたのは返還から6年後の1978年のことです。

問7 答え 3
電気冷蔵庫・電気洗濯機・白黒テレビ

高度経済成長期の初期（1950年代後半）には、生活の近代化を象徴する家電として電気冷蔵
庫、電気洗濯機、白黒テレビの3つが「三種の神器」と呼ばれ、多くの家庭に普及しました。
その後、1960年代後半の安定成長期に入ると、カラーテレビ、クーラー、自動車（カー）が
「新・三種の神器（3C）」と呼ばれるようになります。インターネットや携帯電話は1990年
代以降の出来事であり、この時期には含まれません。

問8 答え 4
高度経済成長

1950年代半ばから1970年代初頭にかけて、日本の経済は年平均10%を超える高い成長率を記
録しました。この時期には「三種の神器」と呼ばれた白黒テレビ・洗濯機・冷蔵庫などの家電
製品が一般家庭に急速に普及し、国民の生活様式が大きく変化しました。

問9 答え 2
アフリカの年

第二次世界大戦が終わると、ヨーロッパ諸国の植民地となっていた地域で独立運動が激化しま
した。特に1960年には、フランス領やイギリス領だった地域を中心に17カ国が独立を達成し
ました。この出来事は、国際社会における新興勢力の台頭を象徴する出来事として記憶されて
います。

問1
0

答え 3
産業の発展は人々の生活を豊かにした一方で
、急速な工業化に伴い排煙や排水による公害
問題を引き起こした。

産業の発達や経済成長は人々の生活に利便性や豊かさをもたらしましたが、その裏で大気汚染
や水質汚濁といった公害・環境汚染を引き起こしました。産業発展自体を否定するのではなく
、公害を防ぎつつ持続可能な発展を目指すことの重要性が認識されるようになりました。

問1
1

答え 3
田中角栄首相が訪中して調印し、日本が中華
人民共和国を唯一の合法政府と認めることで
、両国の国交が正常化された。

1970年代の「米中接近」という世界情勢の変化を受け、1972年に田中角栄首相が訪中して「
日中共同声明」に調印しました。この声明の中で、日本は中華人民共和国政府を中国の唯一の
合法政府と認め、長年続いていた不正常な状態（外交関係がない状態）に終止符を打ちました
。1956年の日ソ共同宣言（鳩山一郎内閣）による国連加盟や、1978年の日中平和友好条約（
福田赳夫内閣）との時期や内容の違いを把握することが重要です。

問1
2

答え 4
東西陣営の対立が解消に向かい、ベルリンの
壁崩壊などを経て冷戦が終結したが、その後
、新たな紛争やテロの問題が顕在化した。

1980年代末にマルタ会談などを通じて冷戦の終結が宣言され、象徴的出来事としてベルリン
の壁が崩壊しました。冷戦による東西二極構造はなくなりましたが、2001年の同時多発テロ
に象徴されるように、地域紛争や国際テロといった新たな脅威が世界的な課題となりました。

問1
3

答え 1
アフリカ

1960年は「アフリカの年」と呼ばれ、17か国もの植民地が一斉に独立を果たしました。この
時期を中心に、それまで欧州諸国の植民地支配下にあった地域が相次いで主権を回復し、国際
連合へ加盟したことで、世界の政治地図が大きく塗り替えられました。


